第5巻第31課

第31課　別れ
目標
	日本語学習目標

・別れるときの友達や先生への気持ちを言うことができる。

・日本語の第一人称の呼び方の特徴を知り、自分の母語と比較することができる。
文化・人間関係目標

・さまざまな通信ネットワークのコミュニケーションの道具としての意義に気づく。
・通信ネットワークを利用するときに注意することについて考える。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・美佳の帰国当日、空港に見送りに来た先生や友達と別れる場面を主題場面にとりあげました。別れのときにどんな気持ちになるか、どんな言葉をかけるかなどの質問をとおしてトピックを導入しましょう。

　質問例　○　ここはどこですか。

· どんな場面ですか。

· 美佳はどんな気持ちだと思いますか。王たちはどんな気持ちだと思いますか。

· 美佳はどんなことをみんなに言うと思いますか。王たちは美佳にどんなことを言うと思いますか。

· あなたは、このような場面を経験したことがありますか。

· そのとき、どんな気持ちでしたか。

· どんなことを言いましたか。

学習活動（学习活动）
別れるときの気持ちを表現しよう

	活動のねらい

	別れるときの友達や先生への気持ちを言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	お世話になりました。

手紙、書くね。

会えてよかった。

気をつけてね。／うん。

メールするね。

あの時はごめん。

住所、教えて。／うん、いいいよ。
	


●活動内容

・1　いろいろな場面でどのような気持ちになるか、どんな言葉をかけるか振り返る。

・2　別れるときの気持ち、言いたいことと日本語の表現と組みあわせる。

・3　2の表現を使って、１の場面についてロールプレイをする。

●制作意図＆授業のヒント

・友達との別れのとき、自分の気持ちをきちんと相手に伝えたいものです。この活動では別れのときの心境とことばに注目しました。

・1では、十分に各場面での心境について話しましょう。

・2 で出てきている心境は、1で出てきたか確認しましょう。もし、1で出てきていなかったらどんな場面でその気持ちになるか考えましょう。その心境になる場面がわかった上で、日本語を導入しましょう。単純に表現の導入を、翻訳の形で導入したり、練習したりするのは避けましょう。

・3のロールプレイでは、言いたいことがたくさんあるかもしれません。そのときは、その気持ちを中国語で話して、一部日本語の表現を入れる形でかまいません。なぜなら、心境にあわせて日本語が使えることが大切だからです。
●補足説明


なし

コラム（专栏）

世界とつながろう

	目標

	・さまざまな通信ネットワークのコミュニケーションの道具としての意義に気づく。

・通信ネットワークを利用するときに注意することについて考える。


●制作意図

・この課のトピックは「別れ」です。ただ、現在はIT技術の発展もあり、物理的に生きる場所が離れても、コミュニケーションを取ることができるようになっています。そこで、この課のコラムではインターネットで可能になることや、インターネットを使うときの注意点などを取り上げました。

　◇気付かせたいポイント

　　・インターネットなどの技術の発展と人の生活の変化

　　・インターネットを使用する際の注意点（個人情報の管理、著作権・肖像権等の侵害、情報の正確性の判断など）

●授業のヒント

・まず生徒に、インターネットをよく使うかどうか、聞きます。それから、インターネットでどんなことをしているかを聞きます。また、インターネットの便利さ、おもしろさ、驚いたり感心したりした技術やサービス、危険や怖さなどをグループで話し合って、発表してもおもしろいでしょう。将来インターネットを使ってどんなことができるようになるといいかを話し合うこともできます。

・漫画P14～17では、王や夏がインターネットで旅順について調べたり、その情報の正確性について議論したりしています。この部分を使って、同じような経験をしたことがあるか、またインターネットに掲載されている情報の正確性はどうかなどについて、話しあってもいいでしょう。そして、多くの情報とどのようにつきあっていくかを話し合うこともできます。

・両親や祖父母にインターネットがなかった時代と今のインターネットのある時代では、人の生活にどんな変化があると思うかをインタビューし、その結果をクラスで話し合うこともできるでしょう。

・②を使って、インターネットを使うときに注意すべきことを学びます。インターネットが原因で起きた事件などについて調べてみることもできるでしょう。また、著作権や肖像権についての学習に発展することもできます。

●補足説明

なし。
日本語広場（日语广场）
自分の呼び方
	目標

	・日本語の一人称の呼び方の特徴を知り、自分の母語と比較することができる。


●制作意図

・一人称の種類が多く、場面や相手により変わるという日本語の特徴の一つを取り上げました。

●授業のヒント

・中国語では一人称の呼び方が場面や状況によってどう変わるか振り返ってみましょう。

・日本語では、場面や相手によって変わります。そのことを、イラストを見て生徒に気がつかせましょう。なお、右下の場面では一人称が省略されています。日本語は、言わなくても主語がだれかわかる場面なら、主語（一人称だけでなく、二人称、三人称含む）を省略することがよくあります。この場面でも一人称が省略されています。

●補足説明
・日本語の一人称の種類は多く、相手と自分の立場や関係によって、どれを使うか判断します。例えば、「おれ」は男性が親しい間柄の人に対して使うくだけた一人称です。もし、「おれ」を上司に向かって使うと非常に失礼になります。

　　　例）男性の場合

わたし／わたくし／ぼく／おれ／お父さん（自分の子どもに対して）／

おじさん（ほかの人の子どもに対して）／自分／先生（生徒に対して）　など

・参考回答

イラストの一人の男性が各場面で自分の呼び方が異なる。

　　　左上：ぼく（友達に対して）

　　　右上：お父さん（子どもに対して）

　　　左下：わたし（上司に対して）

　　　右下：－（第一人称を省略）

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「说一说」は、イラストの人物の気持ちに即してどんな表現を使ったらいいか言ってみましょう。CDで確認することができます。

●補足説明
参考回答

　執筆中。
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